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研究成果の概要（和文）：本研究は、第二言語としての英語の動詞の習得を「自他交替可能有無」という観点か
ら考察し、動詞の構造上の誤りは、明示的な指導により習得され得る問題と考え、その成果を大学の英語教育に
応用することを目的として、実証的に検証した。具体的には、自動詞、他動詞、自他交替可能動詞について、大
学生を対象に、体系的な明示的指導を行い、その効果について調査した。その結果、動詞の分類、また、学習者
によく見られる誤りにおいて、明示的に指導することの効果が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The present study investigated the L2 acquisition of English verbs by 
Japanese learners, focusing on the possibility of transitivity alternation, and the effects of 
explicit instruction on verb structures. The purpose of the study was to apply the results to 
university English education, considering that explicit instruction on verb structures could be 
effective for university learners. Specifically, we provided explicit instruction on English verb 
structures (intransitive, transitive and alternting verbs) to Japanese learners of English at the 
university level and examined the effects of the instruction. The results show that explicit 
instruction on verb classification and learners' errors can be effective.

研究分野： 第二言語習得論
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１．研究開始当初の背景 
 第二言語習得研究において、「過剰般化エ
ラー」という問題が長年にわたり多くの研究
者によって議論されてきた。過剰般化エラー
とは、言語習得の過程において、第二言語学
習者が目標言語のある規則を、その規則の適
用範囲外にまで当てはめてしまうことであ
る。この過剰般化エラーは、動詞の習得過程
でも見られることが先行研究で明らかにな
っている。 
 まず、動詞を構造から大まかに分類すると、
自動詞、他動詞、自他交替可能動詞に分ける
ことができる。動詞を適切に使うためには、
それぞれの動詞が、自動詞構造、他動詞構造
のどちらをとるのか、または、自他交替可能
なのかを理解する必要があり、英語を第二言
語とする学習者にとって困難な問題と思わ
れる。実際、動詞の構造に関する英語学習者
による誤りとして多くの先行研究で取り上
げられているのが、自動詞の過剰な受動態化
（ Hirakawa 1995, 2003; Oshita 1997, 
2000; Yip 1995; Zobl 1989）、自動詞の過剰な
使役構造化（Hirakawa 1995, 2003; Montrul 
2000; Oshita 1997, 2000; Zobl 1989）などが
ある。 
 先行研究の多くは、自動詞の習得における
誤りに焦点を当てている。しかし、英語学習
者の誤りには、他動詞に関するものも少なく
ない。具体的には、英語学習者が、本来、他
動詞構造しか持たない動詞に、自動詞または
自他交替可能動詞の規則を当てはめている。
したがって、英語学習者にとって、自動詞、
自他交替可能動詞だけではなく、他動詞の習
得も容易ではないといえる。 
 しかし、学校の英語教育において、動詞の
構造に関する体系的な説明はほとんどされ
ていない。また、されていたとしても、実際
には、英語学習者の自動詞、他動詞、自他交
替可能動詞の概念の理解は非常に曖昧であ
り、これらの動詞の区別はあまり意識されて
いない。しかし、動詞の構造、すなわち、動
詞と主語・目的語の関係を理解することは、
文レベルにおいて最も基本である。これより、
本研究では、英語学習者の動詞の構造に関す
る誤りを明らかにした上で、どのような明示
的指導が必要であるかを調査し、学校の英語
教育での文法指導の一部として、体系的な動
詞の説明の必要性を提言したい。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、まず、第二言語学習者による
動詞に関する誤りに焦点を当てた先行研究
の分析を行う。動詞の中でも、特に、自動詞
の誤りに関する先行研究は数多く報告され
ているが、誤りの原因に関しては様々な説が
提唱されている。したがって、本研究は、こ
れらの先行研究を見直し、英語学習者の誤り
を整理することにより、どのような動詞でど
のような誤りが見られるのかを検証する。そ
して、英語学習者が、自動詞、他動詞、自他

交替可能動詞をどのように理解しているの
かを明らかにするための実験を行う。実験分
析では、自動詞（非対格動詞、非能格動詞）、
他動詞、自他交替可能動詞という大きな括り
ではなく、指導に応用できるよう、具体的に
どのような動詞で学習者が問題があるのか
まで検証する。 
 上記の実験結果をもとに、大学生を対象に、
英語の動詞の分類に関して、明示的な指導を
行い、短期的、長期的にどのような効果がみ
られるのかを調査する。その際、被験者の英
語習熟度、教員による指導内容が効果にどの
ような影響を与えるのかについても合わせ
て調査する。 
 したがって、本研究の目的は、文の核とい
える動詞の第二言語学習者による誤りを分
析し、英語教育における明示的指導の必要性
を提案することにある。これまで動詞の習得
に関して、多くの研究がなされてきたが、習
得の有無の調査や誤りの分析はされていて
も、その結果をいかに英語教育に生かしてい
くか、また、どのような指導が効果的である
か、そして、長期的にみたときに明示的指導
が習得に繋がるのか、ということに関しては
検証されていない。この点において、英語学
習者にとって習得が容易ではない動詞への
明示的指導による理解の促進、そして、習得
に繋がるかどうかの研究は重要である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず、英語の動詞を自他交替
可能性という観点から、自動詞、他動詞、自
他交替可能動詞の３種類に分類した上で、日
本語を母語とする大学生レベルの英語学習
者によるこれらの動詞の構造に関する誤り
を検証する。実験では、文法性判断タスク、
穴埋め式タスク、インタビュー形式の調査を
実施する。 
 実験後、英語学習者の誤りの傾向、原因を
分析し、同じ被験者に対して、明示的な動詞
の説明を数回に分けて行う。説明を受けても
らった後で、再び文法性判断タスク、穴埋め
式タスクを実施する。テストは、説明の後す
ぐと、１ヶ月以上たってからの 2回行い、短
期的、長期的な効果を調べる。短期的、長期
的な効果の分析から、動詞の習得に有効な指
導方法をまとめ、学会発表や論文の形で研究
成果を発信する。 
 
４．研究成果 
(1) 非対格動詞と非能格動詞の習得に関す
る先行研究の検証を行い、非対格動詞の受動
態過剰般化は、動詞が持つ完結性の程度によ
るものなのか、それとも、統語構造によるも
のなのか、文法性判断タスクを用いて調査し、
統語構造に起因する傾向がみられた。その一
方で、統語構造だけでは説明のつかない、非
対格動詞間の文法性容認度のばらつきがみ
られた。 
(2) したがって、他の要因についても調べる



ため、中学・高校の英語教科書における非対
格動詞の出現回数と大学生英語学習者によ
るそれらの動詞の誤りの相関関係を調べた。
その結果、両者の間に相関関係はなかった。
したがって、教科書の出現頻度は、英語学習
者の誤りとは関係がないことが示された。 
(3) 次に、非対格動詞の主語の有生性の観点
から誤りを検証した結果、無生物の名詞が主
語のときの方が、有生物の名詞が主語のとき
よりも、受動態が容認される傾向にあること
がわかった。つまり、主語の有生性が英語学
習者の自動詞への受動態過剰般化に影響を
与えていることが示された。 
(4) 上記の結果を踏まえて、自動詞、他動詞、
自他交替可能動詞について、大学生を対象に、
体系的な明示的文法指導を行い、その効果に
ついて調べたところ、動詞の分類、主語の有
生性、また、学習者によく見られる誤りにお
いて、長期的な効果がみられた。 
(4) さらに、wh 疑問文における動詞と主語の
関係、主語の有生性の影響について、英語学
習者を対象に文法性判断タスク、発話タスク
をおこない、その結果を検証した。 
 
まとめると、第二言語学習者による動詞の過
剰般化エラーは、動詞の統語構造だけではな
く、主語の有生性に起因することが明らかに
なった。そして、大学生レベルの英語学習者
が対象であれば、明示的指導により正しい構
造の理解が促されると示された。 
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